
　　　　　　日時：令和 6 年 6 月 29 日（土）14 時 30 分～
　　　　　　会場：ホテル　ザ・マンハッタン幕張新都心
　　　　　　　　　2 階「ライブラリー」

 1．開会のことば

 2．同窓会会長あいさつ

 3．来賓あいさつ

 4．議長選出

 5．議事
　　（1）報告事項
　　　　①令和 5 年度事業報告
　　　　②令和 5 年度収支決算報告

　　（2）審議事項
　　　　第 1 号議案　令和 5 年度収支決算の承認
　　　　第 2 号議案　令和 6 年度事業計画案
　　　　第 3 号議案　令和 6 年度収支予算案
　　　　第 4 号議案　同窓会役員改選案
　　　　第 5 号議案　定例会報「ならしの」の発行と配布に関して

 6．諸連絡

 7．閉会のことば

令和 6 年度

同 窓 会 総 会 資 料

東邦大学付属東邦中学・高等学校同窓会

次　第
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令和 5 年度事業報告

 1．総会 ・懇親会
　　令和 5 年 7 月 8 日（土）にホテル　ザ・マンハッタン幕張新都心にて実施

 2．理事会　年 7 回実施（オンライン会議 6 回を含む）

 3．同窓会会報の発行
　　・会報「ならしの」第 43 号
　　・特別号 20 号

 4．母校行事への参加・協力
　　・入学式　　　　4 月 7 日（金）　　　　　　  ※校内関係者のみで実施

　　・文化祭　　　　9 月 16 日（土）・17 日（日）
　　・同窓会入会式　3 月 1 日（金）
　　・卒業式　　　　3 月 2 日（土）

 5．同窓会新入会員への記念品贈呈
　　・ペン型印鑑
　　・ 川会長デザイン特製ペーパーバッグ

 6．会員名簿の整理

 7．学校教育活動支援（アウォード）

 8．「東邦大学のルーツをたどる」冊子配付

 9．その他
　・学校法人東邦大学創立 100 周年記念事業への協力
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 1．一般会計
＜収入の部＞

＜支出の部＞

科　　　目 予算額
（a）

決算額
（b）

差異
（b）－（a） 備　　　考

1 会費収入 11,904,000 11,761,100 ▲ 142,900 （（600 円×高 2，3 年在校生数）＋（500
円×中 1 ～高 1 在校生数））×12 ヶ月

2 積立金口座からの入金 0 0 0
3 同窓会会員からの寄付金 100,000 21,000 ▲ 79,000
4 総会・親睦会収入 200,000 260,000 60,000
5 利息収入 39 27 ▲ 12 普通預金利息
当期収入計　A 12,204,039 12,042,127 ▲ 161,912
前年度繰越収支差額 3,859,970 3,859,970 0
収入合計　B 16,064,009 15,902,097 ▲ 161,912

科　　　目 予算額
（a）

決算額
（b）

差異
（b）－（a） 備　　　考

1 会議費 400,000 497,776 97,776

・理事会活動費 400,000 497,776 97,776 コロナ禍が沈静化し理事活動が従
前の状態に戻った

2 事業費 8,200,000 8,351,286 151,286
・総会費 2,000,000 2,086,628 86,628
・会報発行費 4,000,000 3,978,312 ▲ 21,688
・名簿管理費 300,000 216,392 ▲ 83,608
・システム管理費 100,000 66,550 ▲ 33,450
・新会員記念品 550,000 545,650 ▲ 4,350
・学校教育活動支援金 1,000,000 1,369,520 369,520 母校生徒の文武両面での活躍
・同窓会室備品 100,000 38,157 ▲ 61,843
・会員親睦補助費 150,000 50,077 ▲ 99,923
・東邦大学ルーツをたどる冊子製作費 0 0 0

3 事務費 1,370,000 1,339,939 ▲ 30,061

・事務費 100,000 170,421 70,421 事務活動に協力してくれた同窓生
教員への謝礼等

・事務パート手当 920,000 917,220 ▲ 2,780
・通信費 250,000 151,410 ▲ 98,590
・消耗品費 100,000 100,888 888

4 慶弔費 100,000 0 ▲ 100,000
5 積立費 500,000 500,000 0
6 寄付金 1,000,000 1,000,220 220
7 会費返金処理 10,000 5,000 ▲ 5,000
8 予備費 4,484,009 0 ▲ 4,484,009
当期支出計　C 16,064,009 11,694,221 ▲ 4,369,788
当期収支差額　A－C 347,906 347,906
次期繰越収支差額　B－C 4,207,876 4,207,876

令和 5 年度収支決算書
（自令和 5 年 4 月 1 日　至令和 6 年 3 月 31 日）
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令和 6 年度事業計画案

 1．総会・懇親会
　　令和 6 年 6 月 29 日（土）　にホテル　ザ・マンハッタン幕張新都心にて実施

 2．理事会　年 7 回実施（オンライン会議 6 回を含む）

 3．同窓会会報の発行
　　・会報「ならしの」第 44 号
　　・特別号 21 号

 4．母校行事への参加・協力
　　・入学式　　　　4 月 8 日（月）
　　・文化祭　　　　9 月 14 日（土）・15 日（日）
　　・同窓会入会式　3 月 1 日（土）
　　・卒業式　　　　3 月 3 日（月）

 5．同窓会新会員への記念品贈呈
　　・ペン型印鑑
　　・ 川会長デザイン特製ペーパーバッグ

 6．会員名簿の整理

 7．学校教育活動支援（アウォード）

 8．「東邦大学のルーツをたどる」冊子配付

 9．その他
　　・学校法人東邦大学創立 100 周年記念事業への協力



—　　—6

令和 6 年度収支予算案
（自令和 6 年 4 月 1 日　至令和 7 年 3 月 31 日）

 1．一般会計
＜収入の部＞

＜支出の部＞

科　　　目 予算額
（a）

前年度予算
（b）

差異
（a）－（b） 備　　　考

1 会費収入 11,263,200 11,904,000 ▲ 640,800 （（600 円×高 3 在校生数）＋（500 円
×中 1 ～高 2 在校生数））×12 ヶ月

2 積立金口座からの入金 0 0 0
3 同窓会会員からの寄付金 100,000 100,000 0
4 総会・親睦会収入 200,000 200,000 0
5 利息収入 39 39 0 普通預金利息
当期収入計　 11,563,239 12,204,039 ▲ 640,800
前年度繰越収支差額 4,207,876 3,859,970 347,906
収入合計 15,771,115 16,064,009 ▲ 292,894

科　　　目 予算額
（a）

前年度予算
（b）

差異
（a）－（b） 備　　　考

1 会議費 500,000 400,000 100,000
理事会活動費 500,000 400,000 100,000

2 事業費 8,350,000 8,200,000 150,000
・総会費 2,000,000 2,000,000 0
・会報発行費 4,000,000 4,000,000 0
・名簿管理費 300,000 300,000 0
・システム管理費 100,000 100,000 0

・新会員記念品 700,000 550,000 150,000 ペン型印鑑、ペーパーバッグ新規
購入

・学校教育活動支援金 1,000,000 1,000,000 0
・同窓会室備品 100,000 100,000 0
・会員親睦補助費 150,000 150,000 0 学年同期会お祝い金など

・東邦大学ルーツをたどる冊子製作費 0 0 0 令和 7 年度に 8 ～ 10 年度に配付
分を一括購入予定

3 事務費 1,420,000 1,370,000 50,000
・事務費 200,000 100,000 100,000 前年度実績による
・事務パート手当 920,000 920,000 0
・通信費 200,000 250,000 ▲ 50,000 前年度実績による
・消耗品費 100,000 100,000 0

4 慶弔費 50,000 100,000 ▲ 50,000 前年度実績による
5 積立費 500,000 500,000 0 特別事業積立金
6 寄付金 1,000,000 1,000,000 0 東邦大学 100 周年事業への寄付
7 退会者への返金 10,000 10,000
8 予備費 3,941,115 4,484,009 ▲ 542,894
支出合計 15,771,115 16,064,009 ▲ 292,894
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役職名 氏　名 期 役員歴 役員としての主な実績 職業 備考

1 会長 　御喜　　和 18期 1997年度より  事務局業務の統括  前母校副校長　元母校理科（生物科）教諭

2 副会長 　鈴木　　実 18期 1997年度より  事務局会計業務  会社役員  高い見識で理事会運営を長きにわたり支えてきた

3 副会長 　北川　太郎 31期 2006年度より  総会・懇親会企画運営  薬剤師 薬局経営  東邦大学薬学部卒　愛息‣愛娘も東邦の卒業生

4 理事 　田浦　智子 19期 2000年度より  同窓会会務の監査  薬剤師 薬剤師として活動している　幹事から理事に転任の予定

5 理事 　渡邉　　学 31期 2009年度より  前同窓会副会長  医師  東邦大学医療センター大橋病院副院長

6 理事 　五十畑 昭彦 31期 2009年度より  総会議長 ・規約の整備  弁護士  弁護士として幅広く活動している

7 理事 　三矢　　宏 32期 2006年度より  ホームページ管理・WEB管理  会社経営  東京スカイツリーファンクラブ会長

8 理事 　前川　智子 32期 2021年度より  学内理事  母校教諭  数学科教諭　空手の名手

9 理事 　中島　正子 32期 2021年度より  懇親会の運営  歯科衛生士  新潟県在住  同窓会活動には主にオンラインで参加

10 理事 　岡田　隆治 36期 1997年度より  学内理事統括  母校教諭  事務局現場のリーダー　PCのエキスパート

11 理事 　牧田　瑛介 56期 2021年度より  名簿管理  会社員  ICTリテラシーを備えた新鋭

12 理事 　小山　将平 56期 2021年度より  名簿管理  会社経営  ICTリテラシーを備えた新鋭

13 理事 　河合　紫織 28期 新 任  歯科医  28期学年幹事を務めてきた　令和4年度会報に近況を寄稿

14 理事 　三原　玲子 32期 新 任  建築設計事務所経営  薬剤師から建築士に転身　愛娘が今春、東邦高校を卒業

15 理事 　中川　博雄 38期 新 任  弁護士  柏市で法律事務所を開業　令和５年度会報に近況を寄稿

16 理事 　野村　裕美 40期 新 任  薬剤師  責任感強く明るく優しい人柄　令和6年度会報に近況を寄稿

17 理事 　稲垣 いつき 49期 新 任  母校教諭  国語科教諭　バレーボール部顧問で活躍

18 理事 　渡邉 隆太郎 56期 新 任  医師  高校時代はラグビー部主将　令和6年度会報に近況を寄稿

19 理事 　小林 菜々美 63期 新 任  母校教諭  理科（生物科）教諭　令和5年度会報に近況を寄稿

20 監事 　藤内　圭一 18期 1997年度より  同窓会会務の監査  歯科医 歯科医院経営  松戸市歯科医師会会長

21 監事 　池田　浩司 29期 新 任  母校教諭  理科（生物科）教諭　天体望遠鏡写真撮影の名手

16 名 ⇒ 21 名

2 名 ⇒ 5 名　　

((母母校校教教諭諭))

4 名 ⇒ 8 名

56.8 ⇒ 53.5役員平均年齢

役役  員員  改改  選選  案案

女性役員数

★　令和3年度役員改選時との比較

役員総数

同窓生教員数



—　　—8



—　　—9

東邦大学付属東邦中学校・高等学校同窓会会則

第 1章　総　　則
　（目的）

第 1 条　 本会は、会員相互の親睦と向上発展をはかり、かつ母校東邦大学付属東邦中学校・高等学校の発展に
寄与することを目的とする。

　　　2　本会は、前項の目的を達成するために次の事業を行う。
　　　　　1　会員名簿及び会報の発行
　　　　　2　その他本会の目的を達成するために適当な事業

　（名称）
第 2 条　本会は、東邦大学付属東邦中学校・高等学校同窓会「自生人」と称する。

　（事務所の所在地）
第 3 条　本会の事務所は、東邦大学付属東邦中学校・高等学校内に置く。

第 2章　会員及び総会
　（会員の種類および資格）

第 4 条　本会は、次の各号に掲げる会員を以て組織する。
　　　　　1　正 会 員　 東邦大学付属東邦中学校・高等学校卒業生及び東邦大学付属東邦中学校・高等学校に

在籍した者で特に希望し理事会で承認した者
　　　　　2　準 会 員　東邦大学付属東邦中学校・高等学校在校生
　　　　　3　特別会員　 東邦大学付属東邦中学校・高等学校教職員及び教職員であった者並びに理事会で特に

推薦した者

　（総会）
第 5 条　 本会は、毎年一回総会を開催する。臨時会は、必要に応じて開催する。総会は会長が招集する。臨時

総会については、2 名以上の理事から招集の請求があった場合には、会長は総会を招集しなければなら
ない。

　　　2　 正全員は、総会において、会長より業務及び会計に関する報告を受け、役員の選出、事業計画の議決、
予算の議決、決算の承認、会則の改正及び本会に関するその他の重要事項に関する決定を行う。

　　　3　総会の議決は、出席した正会員（委任状出席も含む）の過半数を以て決する。

　（会費）
第 6 条　正会員は、総会において別に定める臨時会費を納入する。
　　　2　準会員は、総会において別に定める入会金を納入する。
　　　3　特別会員は、会費を免除される。
　　　4　 第 4 条１号後段により、理事会の承認を得て正会員となる者は、総会において別に定める入会金を納

入する。

第 3章　役員、顧問および職員
　（役員の種類および定員）

第 7 条　本会に次の役員を置く。
　　　　　1　会　長　1 名
　　　　　2　副会長　2 名
　　　　　3　理　事　7 名以上（奇数）
　　　　　4　監　事　2 名
　　　　　5　幹　事　各期毎に若干名

　（役員の選出）
第 8 条　役員は総会で会員の中から選任する。
　　　2　 幹事は、各期の会員から推薦された者又は自ら立候補した者の中から理事会の議を経て会長が選任す

る。

　（役員の職務権限）
第 9 条　会長は、本会を代表し一切の業務を統括する。
　　　2　副会長は会長を補佐し会長に事故あるときはこれを代行する。
　　　3　理事は、会長及び副会長と理事会を構成し、日常業務を行うとともに総会の準備をなす。
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　　　4　監事は本会の財産の状況及び本会の業務執行の状況を監査する。
　　　5　幹事は、理事会と協力して会務を補佐し、各期の連絡調整を行う。

　（役員の任期）
第 10 条　役員の任期は 3 年とし、再任を妨げない。
　　　2　補欠または増員により選任された役員の任期は前任者または他の役員の残任期間とする。
　　　3　 役員は任期満了または辞任の後でも、後任者が選任されるまではなおその職務を行う。ただし、解任

された場合には、その限りではない。

　（役員の解任）
第 11 条　 役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会において、出席した会員（委任状出席を含む）

の過半数の議決によってこれを解任することができる。
　　　　　1　この会則に著しく違反したとき
　　　　　2　心身の故障のため職務の執行に堪えないとき
　　　　　3　職務上の義務に著しく違反したとき
　　　　　4　その他本会の役員として不適当であると思われる重大な理由があるとき

　（顧問）
第 12 条　本会に顧問を置くことができる。
　　　2　顧問は理事会の承認を経て会長が委託する。
　　　3　顧問は会長の相談に応ずる。

　（職員）
第 13 条　本会に書記その他必要な職員を置くことができる。
　　　2　職員は理事会の定めた職務を行う。
　　　3　職員の任免は理事会の承認を得て会長が行う。

　（大学評議員）
第 14 条　大学評議員は理事会の議決により 2 名を推薦する。

　（総会の議決を要する事項）
第 15 条　次に掲げる事項は総会の議決または承認を要する。
　　　　　1　予算及び決算並びに借入金及び重要な財産の処分に関する事項
　　　　　2　事業計画
　　　　　3　会則の改正
　　　　　4　その他本会の業務に関する重要事項で総会において必要と認めるもの

第 4章　会務及び会計
　（理事会）

策 16 条　理事会は原則として毎年 2 回会長が招集する。
　　　　  ただし、会長が必要と認めたときは臨時にこれを招集することができる。2 名以上の理事から招集の請

求があったときも同様とする。
　　　2　理事会は会長が主宰する。
　　　3　監事は、理事会に出席して意見を述べることができる。
　　　4　理事会の議事は出席者の過半数で決し、可否同数のときは会長の決するところによる。
　　　5　理事会は必要に応じて幹事をオブザーバーとして会議への出席を認めるものとする。

　（会計年度）
第 17 条　本会の会計年度は毎年 4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わるものとする。

　（収入）
第 18 条　本会は、会費、寄付金その他の収入によって運営する。

　（予算及び決算）
第 19 条　本会の予算は毎会計年度、理事会の議決を得たうえ、総会の議決を得なければならない。
　　　2　 本会の決算は毎会計年度終了後 2 か月以内に理事会の承認を得て会長が作成し、監事の意見を求める。

会長は決算を総会に報告し、承認を得なければならない。
　　　3　決算については、公認会計士又は税理士の監査を受ける。
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　（報酬及び費用の支弁）
第 20 条　役員及び顧問には報酬を支給しない。ただし、会務に要した費用は支弁される。
　　　2　 職員にはその業務の内容に応じて手当を支給するものとし、その額と支給期については、予算の範囲

内で理事会において決定する。

　（特別積立金）
第 21 条　本会は、将来の発展を期するため、基本財産形成のための特別積立を行うものとする。
　　　2　特別積立金は本会の他の財産と同じく、預貯金など確実な方法で会長が保管する。
　　　3　 特別積立金は、特にやむを得ない事由に基づき、理事会が承認した場合以外は他の用途に使用し、ま

たは担保として提供してはならない。
　　　4　 特別積立金を取り崩して基本財産となる不動産等を購入する場合は、事前に総会の承認を得なければ

ならない。

　（会則改正の手続）
第 22 条　本会則の改正は、総会の出席者（委任状出席を含む）の過半数の賛成をもって行う。

附　　則
　施行日　　　平成 9 年（1997 年）6 月 7 日
　最終改正　　令和 4 年（2022 年）9 月 24 日

同窓会会費規程

（目 的） 
第 1 条　 本規程は、東邦大学付属東邦中学校・高等学校同窓会会則（以下「会則」という。）第 6 条の会費について、

必要な事項を定めることを目的とする。 

（入会金及び会費） 
第 2 条　会員は、次に定める入会金及び会費を納入する。 
　 （1）　正会員
　　　　　臨時会費（会則第 6 条 1 項） 
　 （2）　準会員 
　　　　　入会金（会則第 6 条 2 項） 
　　　　　月額 500 円 
　　　　　　 但し、令和 4 年度までに高等学校に入学（もしくは転入）した者（令和 7 年 3 月卒業予定［第 71 期］

の在校生まで）は、月額 600 円を納入する。 
　 （3）　特別会員
　　　　　入会金及び会費の納入を要しない（会則第 6 条 3 項）。 
　 （4）　 東邦大学付属東邦中学校・高等学校に過去在籍したことがある者で、会則第 4 条（1）後段に基づき、特に

希望し理事会で承認を受けて正会員となる者
　　　　　入会金（会則第 6 条 4 項） 
　　　　　　中学校に入学（又は転入）後高等学校入学前に転出した者 20,000 円
　　　　　　高等学校に入学（又は転入）後卒業前に転出した者 10,000 円

（転出する準会員の納入済み入会金の取扱） 
第 3 条　 準会員が、高等学校の卒業前に学校から離籍・転出する場合、本会は、既に経過した納付期間分の納入済み「入

会金」の返還を要しない。但し、離籍時期に係る支払期（四半期単位）に該当する期間分について、離籍・
転出する準会員から学納金とともに予納された入会金を既に学校から受領していた場合、本会は、学校に
対し、当該支払期分を返還する。

（規程の改正） 
第 4 条　本規程は、総会の決議により改正することができる。

附　　則
　この規程は令和４年 9 月 24 日から施行する。


